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第 11回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO 2013) 

ペイシャント・アドボケイト・プログラム参加受付、一般演題募集のお知らせ 

 

謹啓 時下益々御清栄のこととお慶び申し上げます。 

さてこの度、第 11回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO 2013)を開催するにあたり、第 9回と第 10回の

学術集会に引き続きペイシャント・アドボケイト・プログラムを開催いたします。今回は一般演題募集

の御案内を申し上げます。 

わが国のがん医療をよりよいものにするためには、患者の視点に立ったがん医療の在り方を常時検討

する必要があり、その実現のためにはがん患者会やがん患者支援の会との連携が必要です。JSMO 2013

では、がん医療をつなぐネットワークの医学～分子機構解明から社会基盤構築まで～（英語で Targeting 

cancer with molecular and social networks）をメインテーマに据えて、がん医療の医学のみならず、

がん患者を支援するために必要な社会基盤構築について皆様と共に考える会にしたいと考えておりま

す。そこで JSMO 2013では、全国の患者団体に呼びかけてペイシャント・アドボケイト・プログラム

企画運営委員会を組織し、別紙１のようにプログラムを企画いたしました。 

その中に、がん患者団体・支援団体による参加型プログラムとして、下記２テーマについてご発表演

題を公募いたします。 

 

① 患者会活動報告と交流≪一般口演≫ 

 8月 29日（木）15：00～17：40 

② 行政と社会へのアプローチ≪一般ポスター（一部指定）≫ 

8月 30日（金）13：00～16：00 

 

ご発表のお申し込み方法につきましては、下記にあります演題募集要項をお読みいただき、一般演題

応募用紙に必要事項をご記入の上、第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会事務局事務代行 東北臨床腫瘍

研究会までお送りいただきますようお願い申し上げます。 

 

また、3 日目には「患者と医療者が手を携えるために」をテーマにパネルディスカッションを企画し

ております。このパネルディスカッションでは、患者、医療従事者、市民・行政のそれぞれの立場を代

表して別紙のような方々に keynote speech を行ってもらい、さらにパネラーとしてパネルディスカッ

ションを行い、それぞれの相互理解を深めるための企画も準備いたしました。このパネルディスカッシ

ョンでぜひ取り上げてもらいたい事柄などがございましたら、併せて応募用紙にご記入いただけますよ

うお願い申し上げます。 
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なお、企画をご応募いただいた方々に加え、参加のみの方々には、例年通り、がん患者・支援者に対

する学術集会参加費優待プログラムがあります。また今回は 9月 1日開催予定の市民公開講座の入場整

理券を差し上げます。企画が整い次第、追ってご案内申し上げます。 

尚、スペースの都合上、団体毎に参加人数を制限させていただく必要がございます。何卒ご理解いた

だきたく、よろしくお願い申し上げます。 

末筆ながら皆様の益々の御活躍をお祈り申し上げます。  

 

                                          謹白 

 

 

平成 25年 6月吉日 

 

 

 

 

 

 

 

第 11回日本臨床腫瘍学会学術集会 会長   

石岡 千加史 

（東北大学加齢医学研究所臨床腫瘍学分野 教授） 
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【演題募集要項】 

公募テーマ 

１．一般口演 ≪テーマ：患者会活動報告と交流≫（発表時間 ７分程度予定） 

こちらのセッションでは、皆様の団体の日ごろの活動についてご紹介ください。 

事務局ではパソコンとプロジェクターを準備いたしますが、発表形式は基本的に自由です。また、写真

や動画などをお送りいただければスライド加工などのお手伝いも可能かと思いますので、事務局までお

問い合わせください。 

 

 

２．一般ポスター（一部指定） ≪テーマ：行政と社会へのアプローチ≫（発表時間 5分程度予定） 

こちらのセッションでは、外部、特に行政や社会にむけての、情報発信やアプローチ方法などについて

ご紹介ください。こちらはポスター討論発表の形式でご発表いただきます。 
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事務局使用欄（応募 No）  

 

申込締切：2013 年 7 月 31 日（ファックス同日午後 5時まで・郵送同日消印有効） 

応募用紙送付先 FAX：022-717-8548（応募用紙郵送先住所：事務局まで送付下さい） 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会    

ペイシャント・アドボケイト・プログラム 参加応募・一般演題応募用紙 

1. 番号に丸をつけてください 

① ペイシャント・アドボケイト・プログラムに参加応募いたします。 

② ペイシャント・アドボケイト・プログラムの一般演題（口演、ポスター）に応募いたします。 

（一般演題に応募される場合、口演、ポスターいずれかあるいは両方に丸をつけてください） 

 

2. 学術集会参加費優待申請フォーム (団体の代表者もしくは参加者を記載下さい) 

応募者名(個人名)  応募者所属団体名  

応募者の立場（○印） 1. がん患者（がん体験者） 2. がん患者家族・遺族 3. がん患者支援者 4. その他（     ） 

所属団体代表者名  法人格の有無（○印） 有り ・ 無し 

応募者の住所  

連絡可能な電話番号  ファックス番号  

※携帯電話番号  e-mail アドレス  

◆パネルディスカッション「患者と医療者が手を携えるために」に関連してご質問したい内容がございましたらご記入ください。 

 

【以下の質問事項に関し、該当するものに☑して下さい】 

・特定の医療機関、医師を支持、あるいは助成を受ける団体ではない  □はい □いいえ 

・承認、未承認にかかわらず、特定の治療法を支持、推進する団体ではない □はい □いいえ 

・特定の健康食品、健康器具等を推奨、販売する団体ではない  □はい □いいえ 

・特定の政治団体、宗教等を支持、あるいは助成を受ける団体ではない      □はい □いいえ 

・慈善活動を実証し、非営利の患者会またはボランティア団体である   □はい □いいえ 

 

【第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会事務局事務代行】 
NPO 法人東北臨床腫瘍研究会 

宮城県仙台市青葉区星陵町 4-1東北大学加齢医学研究所内（星陵分室）  

TEL: 022-717-8599  FAX: 022-717-8548 E-mail：tcore-admin@umin.ac.jp 



別紙１ 

ペイシャント・アドボケイト・プログラムのご案内 

 

 本学術集会では、日本臨床腫瘍学会が患者・家族、国民に開かれた学会とし、

日本のがん医療、がん薬物療法、臨床試験の推進に資する事を目的として、応

募資格を満たすがん患者・支援者／がん患者団体・支援団体、及びがん医療対

策等に関わるがん患者・支援者に対し、下記のような優待プログラムを提供い

たします。 

 

①がん患者・支援者に対する学術集会参加費優待プログラム 

 非会員・当日参加・メディカルスタッフ￥10,000 のところを￥1,000 で参加

頂けるプログラムです。 

②がん患者団体・支援団体に対する無償展示ブース提供プログラム 

 原則、活動実態を有するがん患者団体・支援団体に対し、展示場内にあるペ

イシャント・アドボカシ―・スペースにある展示ブースを無償提供するプログ

ラムです。 

③軽食付きのがん治療専門医によるランチョンセミナーの提供プログラム 

 上記①、②のプログラムを利用し学術集会に参加頂く方々は、会期中（8 月

29 日～8 月 31 日の 3 日間）軽食付きがん治療専門医によるランチョンセミナー

に参加頂けます。 

 

【29 日（木）】(仙台国際センター１F 国際交流コーナー研修室) 

09：00～09：40 ペイシェントアドボケイトプログラムオリエンテーション 

09：40～11：40 企画発表 

演題：「がん医療の夢の実現に向けて」 演者：ﾏｲ･ｵﾝｺﾛｼﾞｰ・ﾄﾞﾘｰﾑ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

12：00～13：00 ランチョンセミナー 1・2 

ランチョンセミナー1 共催：特定非営利活動法人東北臨床腫瘍研究会 

演題：「バイオマーカーとは何か」  

演者：高橋雅信（がん薬物療法専門医 東北大学病院 腫瘍内科） 

ランチョンセミナー2 共催：特定非営利活動法人西日本がん研究機構 

演題：「臨床試験の重要性」    

演者：中村 慎一郎（特定非営利活動法人西日本がん研究機構） 

13：00～15：00 学会本会企画ワークショップ４（３Ｆ白橿１）： 

「がん化学療法の質向上のための社会ネットワーク構築」にご参加いただけま

す 

15：00～17：40 一般口演募集 ≪テーマ：患者会活動報告と交流≫ 



 

【30 日（金）】(仙台国際センター１F 国際交流コーナー研修室) 

09：00～09：40 ペイシェントアドボケイトプログラムオリエンテーション 

10：00～11：40 学会本会企画ワークショップ８（２Ｆ桜１）： 

「がん対策推進基本計画の成果と課題」にご参加いただけます 

12：00～13：00 ランチョンセミナー  

演題：「学会ハイライト・セミナー第 1日目」 

演者：高橋昌宏（がん薬物療法専門医 大崎市民病院 腫瘍内科） 

13：00～16：00 一般ポスター ≪テーマ：行政と社会へのアプローチ≫ 

16：00～17：40 学会本会企画ワークショップ６(2F 橘)：「Cancer Survivorship 

を考える Social Network を活用した就労支援」、学会本会企画ワークショップ 9

（２Ｆ桜１）「第Ⅱ期がんプロへの取り組み」にご参加いただけます 

 

【31 日（土）】(仙台国際センター１F 国際交流コーナー研修室) 

09：00～11：40 パネルディスカッション ≪テーマ：患者と医療者が手を携

えるために≫  

患者・医療者・行政の立場からの Keynote Speech 後、質疑応答を挟みパネルデ

ィスカッションを行います。 

12：00～13：00 ランチョンセミナー   

演題：「学会ハイライト・セミナー第 2日目」 

演者：工藤千枝子（がん薬物療法専門医 みやぎ県南中核病院腫瘍内科） 

13：20～15：50 学会本会企画（２Ｆ桜１）：「チーム医療による診断時からの

緩和ケア」にご参加いただけます 

 

ペイシャント・アドボケイトプログラム運営委員会 

運営委員長 郷内淳子（患者発・宮城版退院時サポートプロジェクト代表） 

運営委員・個別発表 上野 直人（マイ・オンコロジー・ドリーム・プロジェクト /  

一般社団法人オンコロジー教育推進プロジェクト） 

運営委員・個別発表 小菅ふみ子（Beauties & B My Oncology Dream） 

運営委員・口演統括 伊藤美由紀（ホッとサロン in 仙台）・三浦惠子（秋田県がん患者団体連絡

協議会きぼうの虹） 

運営委員・ポスター統

括 

齋藤とし子・鈴木志津子・関口淳子（アイビー千葉 乳がん体験者の会）・

高橋まどか（カトレアの森） 

運営委員・パネルディ

スカッション統括 

五十嵐昭子（NPO 法人支え合う会α千葉）・安岡佑莉子（一般社団法人高知

がん患者支援推進協議会） 

 



8/29(木） 8/30(金） 8/31(土） 9/1(日）

09:00-09:20 □参加希望 □参加希望 □聴講希望

09:20-09:40 □参加希望

09:40-10:00 □聴講希望

10:00-10:20 □聴講希望

10:20-10:40
10:40-11:00
11:00-11:20
11:20-11:40
11:40-12:00
12:00-12:20 □聴講希望 □聴講希望 □聴講希望

12:20-12:40
12:40-13:00
13:00-13:20 □聴講希望 □聴講希望

13:20-13:40 □発表希望 □聴講希望 □聴講希望

13:40-14:00
14：00-14：20
14：20-14：40
14：40-15：00
15：00-15：20 □聴講希望 　

15：20-15：40 □発表希望

15：40-16：00
16：00-16：20 □聴講希望

16：20-16：40
16：40-17：00
17：00-17：20
17：20-17：40

※市民公開講座『いのちと
向き合う～がんと私たちの
今・そして未来～』にご参加

いただけます。

※参加および聴講希望の箇所にチェックを入れてください。

企画発表　　　　　　「がん医
療の夢の実現に向けて」

発表者：マイ・オンコロジー・
ドリーム・プロジェクト　にご

参加いただけます。

※学会本会企画ワーク
ショップ８：『がん対策推進
基本計画の成果』にご参加

いただけます。

オリエンテーション

一般口演
≪募集テーマ：患者
会活動報告と交流

≫

※学会本会企画ワーク
ショップ８：『Cancer

Survivorshipを考える social
Networkを活用した就労支
援』、『第II期がんプロへの
取り組み』にご参加いただ

けます。

一般ポスター≪募
集テーマ：行政と社
会へのアプローチ

≫

ランチョンセミナー
専門医による　　学

会ハイライトセミ
ナー第１日目

※学会本会企画：『チーム
医療による診断時からの緩
和ケア』にご参加いただけ

ます。

ランチョンセミナー
臨床試験グループ

による
臨床試験について

ランチョンセミナー
専門医による

学会ハイライトセミ
ナー第２日目

※学会本会企画ワーク
ショップ３：『がん化学療法
質向上のための社会ネット
ワーク構築』にご参加いた
だけます。

FAX: (022)717-8548　

NPO東北臨床腫瘍研究会小野寺行き

オリエンテーション

ペイシャント・アドボケイト・プログラム　参加調査表

◆団体名/ご担当者様名

パネルディスカッ
ション≪患者と医療
者が手を携えるた

めに≫
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